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１． 電子の周回振動エネルギー
(a)(プランク定数による)光の「エネルギー・運動量」と「振動数・波長」の関係
E =hν、P=h

λ (E
c = P∴λν = c)

(b)(周回する)電子・物質波の「エネルギー・運動量」と「振動数・波長」の関係
E=?hν (対応なし)、P (= mec( v

c )√
1−( v
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v =?P (不明)∴λν =?c or v(不明))

⇒電子のエネルギーに代わるものとして“ E′:周回振動エネルギー”を導入する。(新しい概念)
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(*エネルギー、運動量共に電子の運動に還元される。)

２．電子の加速量

(a)加速度α =dv
dt =d2r

dt2、4元加速度
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(b)4元加速度に代わるものとして“加速量”(電磁場)を導入する。(電磁場の新しい解釈)
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・・加速量 (静止状態から)

詳しくは http://www.nbu.ac.jp/∼takemoto/genko.html


